
　
宮
城
県
仙
台
第
三
高
校
は
、
２
０
１
０

年
度
に
「
授
業
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
立
ち
上
げ
、
授
業
改
善
と
評
価
法
の
開

発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
背
景
に
は
、
同

年
に
県
立
高
校
が
全
県
一
区
と
な
る
な
ど
、

学
校
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
し
、
進
学

に
力
を
入
れ
る
学
校
間
の
競
争
の
激
化
が

想
定
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

　「
授
業
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、

最
初
に
生
徒
の
現
状
を
把
握
し
て
目
指
す

べ
き
授
業
の
方
向
性
を
定
め
る
た
め
、
全

教
師
が
参
加
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実

施
し
た
。
生
徒
の
現
状
に
つ
い
て
忌き

憚た
ん

な

く
語
り
合
う
中
で
、
自
校
の
生
徒
の
長
所

は
「
素
直
で
真
面
目
」
で
あ
る
こ
と
、
そ

し
て
課
題
は
「
受
け
身
の
姿
勢
が
目
立
ち
、

す
ぐ
に
答
え
を
欲
し
が
る
」
こ
と
と
い
っ

た
実
態
を
す
べ
て
の
教
師
で
確
認
し
た
。

そ
れ
ら
に
加
え
て
、
地
域
か
ら
期
待
さ
れ

る
学
校
の
使
命
な
ど
を
踏
ま
え
た
上
で
、

仙
台
第
三
高
校
と
し
て
目
指
す
べ
き
授
業

と
し
て
、「
知
的
好
奇
心
を
刺
激
す
る
」「
考

え
る
仕
か
け
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
」「
生

徒
が
主
体
的
に
な
る
」
と
い
う
３
つ
の
観

点
を
設
定
し
た
。
授
業
づ
く
り
研
究
セ
ン

タ
ー
長
の
滝
井
隆
太
先
生
は
こ
う
言
う
。

　「
こ
れ
ら
３
つ
の
観
点
を
十
分
に
考
慮
し

た
授
業
は
、
必
然
的
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）
に
た
ど
り
着
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

の
気
づ
き
を
ど
の
よ
う
に
自
身
の
授
業
改

善
に
生
か
す
の
か
は
、
基
本
的
に
各
教
師

の
考
え
に
委
ね
、『
Ａ
Ｌ
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
』
と
い
っ
た
条
件
は
つ
け
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
た
め
、
以
前
は
取
り
組
み

の
内
容
や
進
捗
は
ま
ち
ま
ち
で
し
た
が
、

現
在
で
は
約
９
割
の
教
師
が
毎
授
業
に
Ａ

Ｌ
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
教
師

が
、
A
Ｌ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
生
徒
の

た
め
に
必
要
な
授
業
改
善
の
１
つ
で
あ
る

と
理
解
し
た
か
ら
こ
そ
の
結
果
だ
と
言
え

る
で
し
ょ
う
」

　
た
だ
、
時
に
は
型
に
重
き
を
置
い
た
Ａ

Ｌ
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
た
た

め
、
15
年
度
に
Ａ
Ｌ
の
質
を
さ
ら
に
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
非
構
成
的
Ａ
Ｌ
」

「
構
成
的
Ａ
Ｌ
」
と
い
う
同
校
独
自
の
考
え

方
を
整
理
し
、
改
め
て
全
教
師
で
共
有
を

進
め
て
い
る
。

教
科
の
授
業
に
お
け
る

探
究
学
習

宮
城
県
仙
台
第
三
高
校

探
究
学
習
に
必
要
な
力
や
ス
キ
ル
を

各
教
科
の
ア
ク
ティ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
育
成

宮
城
県
仙
台
第
三
高
校
は
、﹁
総
合
的
な
学
習
の
時
間
﹂
に
お
け
る
探
究
学
習
の
充
実
を
図
る
た
め
、

各
教
科
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
通
し
て
探
究
学
習
に
必
要
な
力
や
ス
キ
ル
を
育
成
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
授
業
の
研
究
・
開
発
を
推
進
し
て
い
る
の
は
、

全
教
師
が
参
加
す
る
校
内
組
織
の
﹁
Ｇ
Ｓ
│
Ｊ
Ｄ
研
究
セ
ン
タ
ー
﹂
だ
。

全
教
師
が
参
加
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

目
指
す
授
業
の
３
観
点
を
明
確
化

実
践
事
例

「
探
究
学
習
」を
学
校
全
体
で
展
開
す
る

３
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

教
師
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
学
校
全
体
で
の
推
進
が
求
め
ら
れ
る
探
究
学
習
。
視
野
の
持
ち
方
や

達
成
感
、
振
り
返
り
な
ど
を
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
探
究
学
習
の
枠
組
み
を
ど
の
よ
う
に
形
づ
く
れ
ば

よ
い
の
か
。
こ
こ
で
は
、﹁
教
科
の
授
業
﹂﹁
総
合
的
な
学
習
の
時
間
﹂﹁
キ
ャ
リ
ア
教
育
﹂
の
３
つ
の
切
り
口
か
ら
考
え
る
。
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特
集
　
生
徒
・
教
師
・
教
科
が
つ
な
が
る
探
究
学
習

　「
構
成
的
Ａ
Ｌ
」
で
最
も
力
を
入
れ
て
い

る
の
は
、
課
題
発
見
・
設
定
の
プ
ロ
セ
ス
だ
。

２
学
年
担
任
の
菅
原
佑
介
先
生
は
こ
う
説

明
す
る
。

　「
探
究
学
習
を
進
め
る
上
で
、
生
徒
が
最

も
苦
労
す
る
の
は
、
探
究
の
第
一
ス
テ
ッ

プ
で
あ
る
課
題
の
発
見
・
設
定
で
す
。『
身

近
な
事
象
に
着
目
し
て
課
題
を
見
つ
け
な

さ
い
』
な
ど
と
指
示
し
て
も
、
と
も
す
れ

ば
調
べ
学
習
に
な
り
が
ち
で
、
実
際
に
で

き
る
生
徒
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

『
構
成
的
Ａ
Ｌ
』
を
通
し
て
、
繰
り
返
し
課

題
発
見
・
設
定
の
経
験
を
さ
せ
て
い
ま
す
」

　
例
え
ば
、
１
年
生
の
学
校
設
定
科
目
で

あ
る
「
課
題
研
究
基
礎
」
の
授
業
で
は
、

銅
を
熱
す
る
と
色
が
変
化
す
る
と
い
う
現

象
を
題
材
に
し
て
、「
構
成
的
Ａ
Ｌ
」
を
展

開
し
て
い
る
。

　
こ
の
授
業
は
、
15
年
に
「
銅ど

う

箔は
く

の
色
調

変
化
の
研
究
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、「
イ
ン

テ
ル
国
際
学
生
科
学
技
術
フ
ェ
ア
（Intel 

ISEF

）」
で
３
等
に
入
賞
し
た
同
校
の
生
徒

の
研
究
を
ベ
ー
ス
と
し
て
い
る
。
同
研
究

は
、
自
動
車
の
マ
フ
ラ
ー
が
変
色
す
る
こ

と
へ
の
興
味
か
ら
始
ま
り
、
銅
箔
の
色
調

変
化
の
規
則
性
を
発
見
し
て
数
式
化
し
た

こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。
こ
の
研
究
の

課
題
発
見
・
設
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
追
体
験

さ
せ
る
。

　「
ま
ず
生
徒
に
、
自
動
車
の
マ
フ
ラ
ー
の

写
真
を
複
数
枚
見
せ
る
な
ど
し
て
気
づ
き

を
促
し
ま
す
。
生
徒
が
『
ど
う
し
て
自
動

車
に
よ
っ
て
マ
フ
ラ
ー
の
色
が
違
う
の
か
』

と
疑
問
を
持
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、『
実
際

に
試
し
て
み
よ
う
』
と
、
銅
板
と
加
熱
器

を
与
え
ま
す
」（
菅
原
先
生
）

　
銅
の
色
調
変
化
を
目
の
あ
た
り
に
し
た

生
徒
の
知
的
好
奇
心
は
ど
ん
ど
ん
膨
ら
み
、

「
ど
う
し
て
銅
を
熱
す
る
と
色
が
変
わ
る
の

か
」「
ほ
か
の
金
属
で
も
同
じ
こ
と
が
起
こ

る
の
か
」
と
い
っ
た
疑
問
を
持
つ
。
そ
の

後
で
教
師
は
、
こ
の
学
校
の
先
輩
も
同
じ

よ
う
な
興
味
か
ら
研
究
を
展
開
さ
せ
た
こ

と
を
明
か
し
、
生
徒
自
身
の
疑
問
や
発
想

が
本
格
的
な
研
究
の
テ
ー
マ
に
つ
な
が
る

こ
と
を
説
明
す
る
。
そ
う
し
た
追
体
験
を

積
み
重
ね
る
「
構
成
的
Ａ
Ｌ
」
の
中
で
、

生
徒
は
課
題
発
見
・
設
定
の
方
法
を
実
感

を
持
っ
て
理
解
し
て
い
く
。

主
に
「
課
題
研
究
」、「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
で
行
う
。
一
方
、「
構
成
的
Ａ
Ｌ
」
は
、

教
師
が
学
習
す
る
分
野
や
教
材
、
活
動
な
ど

を
設
定
し
、
生
徒
は
限
定
さ
れ
た
範
囲
内
で

主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
を
目
指
す
学
習
活
動

で
、
各
教
科
の
授
業
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

　「
探
究
学
習
は
、
生
徒
の
経
験
や
ス
キ
ル

が
不
十
分
な
ま
ま
取
り
組
ん
で
も
深
ま
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、『
構
成
的
Ａ
Ｌ
』
に
お

い
て
教
師
が
単
元
の
ね
ら
い
や
生
徒
の
状

況
を
踏
ま
え
て
授
業
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
探

究
学
習
の
様
々
な
プ
ロ
セ
ス
を
生
徒
に
経

験
さ
せ
て
、
探
究
に
必
要
な
力
を
身
に
つ

け
さ
せ
ま
す
」（
滝
井
先
生
）

　「
非
構
成
的
Ａ
Ｌ
」
と
は
、
生
徒
が
自
ら

学
び
た
い
テ
ー
マ
を
発
見
・
設
定
し
、
主

体
的
に
解
決
す
る
学
習
活
動
を
指
す
。
い

わ
ゆ
る
生
徒
主
導
の
探
究
学
習
と
し
て
、

宮
城
県
仙
台
第
三
高
校

◎
建
学
の
精
神
は
、「
心
身
の
健
康
」「
真
・
善
・
美

の
追
求
」「
愛
と
知
の
稔
り
」。
コ
ア
ス
ー
パ
ー
サ
イ

エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
終
了
後
は
、
独
自
の
グ
ロ
ー

カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
事
業
を
立
ち
上
げ
、
探
究
学
習
に

力
を
注
ぐ
。

◎
設
立
　
１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
理
数
科
・
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
1
学
年
約
３
２
０
人

◎
２
０
１
６
年
度
入
試
合
格
実
績
︵
現
浪
計
︶

国
公
立
大
は
、北
海
道
大
、岩
手
大
、東
北
大
、山
形
大
、

東
京
大
、
東
京
学
芸
大
、
東
京
工
業
大
、
一
橋
大
な

ど
に
２
４
２
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
青
山
学
院
大
、

慶
應
義
塾
大
、
上
智
大
、
明
治
大
、
立
教
大
、
早
稲

田
大
な
ど
に
延
べ
４
３
１
人
が
合
格
。

◎U
R
L

　http://w
w
w
.sensan.m

ysw
an.ne.jp/

宮
城
県
仙
台
第
三
高
校

菅
原
佑
介

　す
が
わ
ら
・
ゆ
う
す
け

教
職
歴
12
年
。同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

２
学
年
担
任
。「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
、

生
徒
に
還
元
す
る
」

宮
城
県
仙
台
第
三
高
校

村
岡
正
良

　む
ら
お
か
・
ま
さ
よ
し

教
職
歴
16
年
。同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。

教
務
部
長
。「
一
日
一
日
を
大
切
に
。
生

徒
の
よ
い
と
こ
ろ
を
伸
ば
す
」

宮
城
県
仙
台
第
三
高
校

齋
藤
英
明
　さ
い
と
う
・
ひ
で
あ
き

教
職
歴
18
年
。同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。

進
路
指
導
部
長
。「
生
徒
と
と
も
に
、
明

る
く
、
前
向
き
に
、
一
生
懸
命
に
」

宮
城
県
仙
台
第
三
高
校

滝
井
隆
太

　た
き
い
・
り
ゅ
う
た

教
職
歴
23
年
。同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。

授
業
づ
く
り
研
究
セ
ン
タ
ー
長
。
生
徒
指

導
部
副
部
長
。「
啐そ

っ

啄た
く

同
時
」

宮
城
県
仙
台
第
三
高
校
教
頭

茂
木
悟
　も
て
ぎ
・
さ
と
る

教
職
歴
28
年
。同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。

「
教
師
の
仕
事
は
生
徒
を
変
え
る
こ
と
」

宮
城
県
仙
台
第
三
高
校
教
頭

佐
藤
善
則

　さ
と
う
・
よ
し
の
り

教
職
歴
31
年
。同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

「
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
も
の
の
見
方
を
心

が
け
、
生
徒
の
視
野
を
広
げ
る
」

実
際
の
研
究
を
追
体
験
さ
せ
て

課
題
発
見
・
設
定
力
を
育
成
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２
年
生
の
国
語
の
評
論
で
は
、
探
究
学

習
で
必
要
な
仮
説
を
立
て
て
推
論
す
る
力

や
、
自
分
の
意
見
を
論
理
的
に
表
現
す
る

力
を
育
成
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
芸
術
論
の
授
業
で
は
、
教
科

書
に
載
っ
て
い
る
美
術
史
家
・
高た

か

階し
な

秀し
ゅ
う

爾じ

氏
の
評
論「
日
本
人
の
美
意
識
」を
扱
う
際
、

説
明
画
像
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
日
欧

の
絵
画
や
彫
刻
だ
け
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映

し
出
す
。
ま
ず
は
、
生
徒
に
本
文
を
読
ま

せ
な
い
状
態
で
画
像
を
観
察
さ
せ
て
、
考

え
た
こ
と
と
そ
の
理
由
を
説
明
さ
せ
る
の

だ
。

　「
本
文
を
読
ん
で
い
な
い
生
徒
に
、
高
階

氏
が
『
う
つ
く
し
』『
き
よ
し
』
と
い
う
２

つ
の
古
語
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
日
本
人

の
美
意
識
を
論
じ
た
こ
と
を
伝
え
る
な
ど
、

少
し
ず
つ
ヒ
ン
ト
を
与
え
、
高
階
論
を
推

論
さ
せ
ま
す
。
そ
こ
に
自
説
を
加
え
る
こ

と
で
、
自
分
な
り
の
仮
説
が
で
き
て
い
き

ま
す
。
仮
説
は
突
拍
子
の
な
い
も
の
で
あ
っ

て
も
、
生
徒
な
り
の
根
拠
が
あ
れ
ば
受
け

入
れ
ま
す
が
、
単
に
『
そ
う
感
じ
た
』
と

い
う
意
見
に
対
し
て
は
、
徹
底
的
に
理
由

の
説
明
を
求
め
ま
す
」（
滝
井
先
生
）

　
仮
説
を
グ
ル
ー
プ
で
共
有
し
た
後
は
、

本
文
を
読
ん
で
自
分
の
考
え
と
照
ら
し
合

わ
せ
る
。
漠
然
と
読
み
進
め
る
場
合
に
比

べ
て
、
深
い
理
解
や
気
づ
き
が
得
ら
れ
る

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
ま
た
、
１
年
生
の
数
学
の
授
業
で
は
、

一
人
ひ
と
り
の
生
徒
が
創
意
工
夫
し
て
校

舎
の
高
さ
を
測
る
と
い
う
テ
ー
マ
を
与
え

て
い
る
。
そ
の
上
で
、
夏
季
休
業
に
は
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
測
定
器
の
工
作
を
課
題
と

し
た
。
教
務
部
長
の
村
岡
正
良
先
生
は
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
こ
の
活
動
で
は
、
原
則
と
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
調
べ
る
こ
と
を
許
可

せ
ず
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
て
数
学
的

な
知
識
を
応
用
し
て
作
る
よ
う
に
求
め
ま

し
た
。
夏
季
休
業
に
教
室
に
集
ま
っ
て
製

作
す
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
る
な
ど
、
主
体
的

に
協
働
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
休
み

明
け
に
は
三
角
比
の
知
識
を
応
用
し
た
測

定
器
な
ど
が
持
ち
寄
ら
れ
て
、
実
測
を
行

い
ま
し
た
」

　
英
語
で
は
、「
授
業
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
経
て
現
在
、
コ
ン
テ
ン
ツ
ベ
ー
ス

ト
の
授
業
へ
の
転
換
を
模
索
し
て
い
る
。

佐
藤
善
則
教
頭
は
こ
う
説
明
す
る
。

　「
自
分
の
考
え
を
伝
え
た
り
、
議
論
し

た
り
し
た
く
な
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
自
分
の

目
の
前
に
存
在
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
生

徒
は
実
際
に
英
語
を
使
い
た
く
な
り
ま
す
。

コ
ン
テ
ン
ツ
重
視
の
授
業
は
、
英
語
の
運

用
力
の
育
成
に
効
果
的
で
あ
る
ほ
か
、
思

考
力
を
深
め
た
り
、
別
の
視
点
に
気
づ
か

せ
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
育

ん
だ
り
し
ま
す
。
そ
う
し
た
力
が
、
探
究

学
習
に
お
い
て
効
果
を
発
揮
す
る
の
だ
と

思
い
ま
す
」

　「
構
成
的
Ａ
Ｌ
」
の
評
価
法
と
し
て
、
各

教
科
で
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
導
入
が
進
ん
で

図１ 国語科のルーブリック
各
教
科
が
探
究
学
習
に

つ
な
が
る
授
業
を
実
践

教
師
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
な
く

次
に
生
か
せ
る
評
価
を
模
索

12 October  2016

※本時の評価は、簡易ポートフォリオ（ワークシート）、授業者の観察、学習者の相互評価により、上記規準を
もって行う。
＊学校資料を基に編集部が作成。

■ルーブリック評価規準
※本時の目標・指導事項①～⑥に対し、以下の規準により評価を行う。

【学習指導要領　国語科の目標】及び【学習指導要領　国語総合の目標】
国語を①適切に表現し②的確に理解する能力を育成し、③伝え合う力を高めるとともに、④思考力や
想像力を伸ばし、⑤心情を豊かにし、⑥言語感覚を磨き、言語文化に対する関心を深め、国語を尊重
してその向上を図る態度を育てる。	 	 	 	
※本時は、「関心・意欲・態度」「話す・聞く・読む・書く」「言語についての知識・理解・技能」の各評価に代
え、各観点に対するルーブリック評価規準を、指導要領の目標を基に設定した。

評価の観点 3 2 1 0

詩の理解
②④⑤

詩の持つ雰囲気や情
緒、込められている作
者の心情を的確に捉え
ている。

詩の持つ雰囲気や情
緒、込められている
作者の心情をおおま
かに捉えている。

詩の持つ雰囲気や情
緒、込められている
作者の心情をあまり
正確に捉えていない。

詩の持つ雰囲気や情
緒、込められている
作者の心情を全く捉
えていない。

豊かな表現
①③⑥

提示された言葉、設定
された条件を根拠に、
自らの言葉で豊かに表
現している。

提示された言葉、設
定された条件を根拠
に、自らの言葉で表
現しようとしているが、
稚拙である。

自らの言葉で表現し
ようとしているが、提
示された言葉、設定
された条件との妥当
な相関が認めにくい。

自らの言葉で表現し
ていない。あるいは、
提示された言葉、設
定された条件との関
係が認められない。

思考・発想
②④⑤⑥

独創的な着眼点と自由
な発想、自らの思考と
想像をもって、本時の
活動に取り組んでいる。

自由な発想、自らの
思考と想像をもって、
本時の活動に取り組
んでいる。

先入観や言葉の持つ
イメージにとらわれす
ぎて、詩的・文学的
発想に達しない。

思考・発想に取り組ん
でいない。想像しよう
としていない。

態度・参加
①③

伝え合いや発表、文章
を書くなど、本時の活動
に、パートナーと活発に
交流し相手の意見を受
容しつつ、主体的・積極
的に取り組んでいる。

伝え合いや発表、文
章を書くなど、本時の
活動に積極的に取り
組んでいる。

うなずき・傾聴など
の姿勢は見られるが、
積極性が認められな
い。

伝え合いや発表、文
章を書くなど、本時の
活動に全く取り組んで
いない。
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特
集
　
生
徒
・
教
師
・
教
科
が
つ
な
が
る
探
究
学
習

い
る
。

　
例
え
ば
、
２
年
生
の
国
語
の
詩
歌
の
単

元
で
は
、
詩
の
理
解
や
表
現
な
ど
４
つ
の

観
点
か
ら
４
段
階
で
評
価
す
る
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
作
成
し
て
い
る
（
図
１
）。
さ
ら

に
、
授
業
で
用
い
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
簡

易
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
し
て
活
用
し
、
複

合
的
な
評
価
を
行
う
。

　
16
年
度
は
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
教
育
財
団

の
助
成
を
受
け
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
研
究
に
も
取
り

組
む
。
特
に
同
校
が
力
を
注
い
で
い
る
の

は
、
生
徒
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
動
画
撮
影
し
、
授

業
づ
く
り
で
連
携
し
て
い
る
宮
城
教
育
大

学
の
教
員
や
大
学
院
生
な
ど
に
評
価
を
依

頼
す
る
と
い
う
研
究
だ
。

　「
高
校
の
教
師
以
外
の
複
数
の
視
点
か

ら
生
徒
の
活
動
を
評
価
で
き
る
ほ
か
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
の
増
加
に
よ
る
教
師

の
『
評
価
疲
れ
』
を
軽
減
す
る
ね
ら
い
も

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
動
画
と
し
て
蓄
積

し
て
い
く
こ
と
で
、
次
年
度
以
降
も
教
師

が
指
導
や
評
価
の
改
善
に
生
か
せ
る
ほ
か
、

次
に
学
ぶ
生
徒
た
ち
に
先
輩
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
見
せ
る
な
ど
、
新
し
い
指
導
教

材
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
た
利
点

も
あ
り
ま
す
」（
滝
井
先
生
）

　「
非
構
成
的
Ａ
Ｌ
」
の
探
究
学
習
は
、
理

数
科
で
は
「
課
題
研
究
」
が
中
心
と
な
る
。

同
校
は
、
10
年
度
よ
り
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ

ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
以
下
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）

に
指
定
さ
れ
（
12
年
度
か
ら
コ
ア
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）、

課
題
研
究
の
手
法
や
指
導
法
の
研
究
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

　「
課
題
研
究
」
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
生

徒
が
自
ら
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
上
で
、
主

体
的
に
研
究
を
進
め
て
成
果
を
発
表
す
る
。

前
述
の
通
り
、
銅
箔
の
色
調
変
化
に
関
す

る
研
究
は
国
際
的
な
評
価
を
受
け
た
ほ
か
、

テ
ー
マ
例
を
挙
げ
る
と
、「
植
物
の
生
長
と

耐
性
」「
蜃
気
楼
の
人
工
発
生
」「
心
臓
の

拍
動
調
節
」
な
ど
、
い
ず
れ
も
本
格
的
な

研
究
だ
。

　
一
方
、
普
通
科
の
生
徒
は
、「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」
の
中
で
探
究
学
習
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
た
だ
し
、
自
由
に
探
究

テ
ー
マ
を
設
定
し
た
従
来
の
探
究
学
習
で

は
、
生
徒
の
活
動
は
調
べ
学
習
の
域
を
出

な
か
っ
た
た
め
、
現
在
は
、
理
数
科
の
課

題
研
究
の
手
法
を
応
用
し
た
「
真
知
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
仮
称
）」
と
称
す
る
、
普
通
科
の

生
徒
の
た
め
の
新
し
い
探
究
学
習
を
開
発

中
だ
。

　「
セ
ン
タ
ー
試
験
が
廃
止
さ
れ
、
新
テ
ス

ト
が
導
入
さ
れ
る
当
該
学
年
の
18
年
度
入

学
生
に
は
、
質
・
量
と
も
に
充
実
し
た
探
究

学
習
を
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
ま
で
に
許
さ
れ
る
時
間
を
考
え
る
と
、

遅
く
と
も
17
年
度
の
学
校
説
明
会
で
、
探

究
学
習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
を
公
表
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、
独
自
の

テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
、
16
年
度
の
１
年
生

図２ 「GS─JD研究センター」組織・事業図

GS─JD 研究センター （全教師所属）

g	評価研究
h	SGH研究
i	知的立ち直り力開発プ
ログラム

j	気づき力育成プログラ
ム

k	真知プログラム
l	SSH成果を活用した授
業開発

mパナソニック教育財団
研究助成「多元的パ
フォーマンス評価にお
けるICT活用」研究

n	「科学する力」研究班
o	広報・普及班
p	国際交流班
q	次期 SSH 準備班
r	GS 推進班

理数科部

授業づくり事業部 グローカルサイエンス事業部

a	高大接続改革へ対応
した授業研究・開発

b	フォーラム・校内研修
（パナソニック公開研
究会含む）

c	小・中・大との相互交
流、派遣授業の企画・
実施

d	ICT 授業開発、学習ビ
デオ・スマートペンに
よる問題解説 PDF の
作成試行・実践

e	協働的な学習を行う
ALの基礎的研究

f	「総合的な学習の時
間」の計画・調整

授業研究・開発
を通じた
教員研修

Ｓ
Ｓ
Ｈ
で
の
研
究
手
法
を
基
に

普
通
科
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発

13  October  2016

＊学校資料を基に編集部で作成。
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か
ら
試
行
し
て
い
ま
す
」（
滝
井
先
生
）

　「
真
知
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
１
年
次
は
、

主
に
「
構
成
的
Ａ
Ｌ
」
を
通
し
て
、
気
づ

く
力
や
課
題
設
定
力
な
ど
の
育
成
と
並
行

し
、
情
報
収
集
・
分
析
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、
論
文
作
成
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

と
い
っ
た
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に

な
る
。
そ
し
て
２
年
次
は
、「
非
構
成
的
Ａ

Ｌ
」
と
し
て
本
格
的
な
探
究
学
習
に
移
行

す
る
。
文
系
は
、
英
語
で
脚
本
を
書
い
て

演
じ
た
り
、
社
会
科
学
系
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
や
教
育
学
系
の
質
問
紙
調
査
を
実

施
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど
を
想
定
し
て
い

る
。
ま
た
、理
系
は
、理
数
科
の「
課
題
研
究
」

と
同
様
の
テ
ー
マ
を
想
定
し
て
い
る
。

　「
今
後
、『
真
知
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
の
実
践

を
深
め
る
に
連
れ
て
、
探
究
学
習
を
よ
り

充
実
さ
せ
る
上
で
、
不
足
し
て
い
る
力
や

ス
キ
ル
が
改
め
て
見
え
て
く
る
は
ず
で
す
。

そ
う
し
た
課
題
に
は
、
各
教
科
の
『
構
成

的
Ａ
Ｌ
』
の
内
容
を
再
検
討
し
な
が
ら
対

応
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
」（
滝
井

先
生
）

　
同
校
の
探
究
学
習
の
研
究
を
推
進
し
て

い
る
の
は
、
教
師
全
員
が
参
加
す
る
組
織

体
制
だ
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知

見
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
15
年
に
は
独
自
の

グ
ロ
ー
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
（
以
下
、
Ｇ
Ｓ
）

事
業
を
ス
タ
ー
ト
す
る
と
同
時
に
、「
授
業

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
組
織
と
一
体

化
し
て
、「
Ｇ
Ｓ
─
Ｊ
Ｄ
（
グ
ロ
ー
カ
ル
サ

イ
エ
ン
ス
・
授
業
づ
く
り
）
研
究
セ
ン
タ
ー
」

を
新
た
に
設
置
し
た
。「
Ｇ
Ｓ
─

Ｊ
Ｄ
研
究

セ
ン
タ
ー
」
に
は
18
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

事
業
が
あ
り
、
全
教
師
が
い
ず
れ
か
に
所

属
し
て
い
る
（
Ｐ
．13
図
２
）。

　「
私
た
ち
教
師
に
と
っ
て
は
、
近
年
の
教

育
の
あ
り
方
の
大
き
な
変
化
に
対
応
す
る

こ
と
が
焦

し
ょ
う

眉び

の
急
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

授
業
の
研
究
・
開
発
は
個
人
だ
け
で
は
難

し
く
、
教
科
ご
と
に
方
向
性
を
合
わ
せ
る

の
も
困
難
が
伴
う
の
が
実
情
で
す
。
す
べ

て
の
教
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

事
業
の
実
践
を
持
ち
寄
り
、
授
業
の
研
究
・

開
発
に
協
働
で
取
り
組
む
こ
と
が
有
効
な

教
員
研
修
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
滝

井
先
生
）

　「
構
成
的
Ａ
Ｌ
」
の
開
発
・
実
践
を
行
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
１
つ
で
あ
る
「
気
づ
き

力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
探
究
学
習
に

お
け
る
課
題
発
見
・
設
定
に
は
「
気
づ
き
力
」

が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
、
授
業

づ
く
り
に
取
り
組
む
。
前
出
の
銅
箔
の
変

色
を
題
材
と
し
た
授
業
は
、
同
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
開
発
し
た
も
の
だ
。

　「
大
学
入
試
で
も
、
気
づ
き
が
必
要
と
さ

れ
る
問
題
が
出
題
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
複
数
の
大
学
教
員
と
連
携
し
て
入
試

問
題
を
分
析
し
、
ど
の
よ
う
な
気
づ
き
が

求
め
ら
れ
る
の
か
を
検
討
し
て
、『
気
づ
き

の
正
体
』
を
解
き
明
か
す
研
究
も
進
め
て

い
ま
す
」（
滝
井
先
生
）

　
全
校
体
制
で
の
研
究
を
進
め
る
中
で
、

教
師
の
意
識
は
大
き
く
変
化
し
て
き
た
。

以
前
は
、
教
師
間
で
指
導
ノ
ウ
ハ
ウ
や
教

材
の
共
有
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
か
っ
た

が
、
今
で
は
公
開
授
業
期
間
以
外
に
も
気

軽
に
授
業
を
見
学
し
合
う
。
茂も

て

木ぎ

悟
教
頭

は
、「
教
科
や
学
年
、
ま
た
、
個
々
の
教
員

の
間
に
あ
っ
た
敷
居
が
低
く
な
る
よ
う
に

働
き
か
け
て
い
ま
す
。
風
通
し
の
よ
さ
が

研
究
の
推
進
を
支
え
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」

と
述
べ
る
。

　「
授
業
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
発
足
以

来
、
Ａ
Ｌ
や
探
究
学
習
を
推
し
進
め
て
き

た
が
、
国
の
教
育
改
革
が
進
む
中
で
取
り

組
み
の
意
味
が
明
確
に
な
り
、
一
昨
年
頃

か
ら
教
師
間
に
「
先
行
し
て
き
た
取
り
組

み
を
大
切
に
し
て
、
も
っ
と
深
め
て
い
こ

う
」
と
い
っ
た
意
識
が
生
ま
れ
、
一
体
感

が
強
ま
っ
て
い
る
。

　
進
学
実
績
の
向
上
に
も
教
師
は
手
応
え

を
感
じ
て
い
る
。
進
路
指
導
部
長
の
齋
藤

英
明
先
生
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
近
年
、
進
学
実
績
は
着
実
に
向
上
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
学
校
諸
活
動
の
総
体
の

結
果
と
捉
え
て
い
ま
す
が
、
主
因
の
１
つ

に
は
授
業
づ
く
り
の
試
み
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
生

徒
の
授
業
中
の
姿
勢
が
主
体
的
に
な
っ
た

こ
と
と
併
せ
て
、
入
試
で
も
成
果
が
得
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
、
教
師
の
自
信
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
」

　
今
後
の
課
題
は
、
教
育
活
動
全
体
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
再
検
討

す
る
こ
と
だ
。

　「
今
後
も
、
従
来
的
な
受
験
学
力
を
担
保

し
な
が
ら
、
新
し
い
学
力
を
育
成
し
て
い

き
た
い
で
す
。
主
体
的
・
能
動
的
に
課
題

に
取
り
組
む
と
い
う
意
味
で
は
、
学
校
行

事
や
部
活
動
な
ど
は
取
り
組
み
方
次
第
で

非
常
に
効
果
的
な
Ａ
Ｌ
に
な
り
得
ま
す
か

ら
、
す
べ
て
の
教
育
活
動
を
有
機
的
に
結

び
つ
け
て
、
育
て
た
い
生
徒
像
を
実
現
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
滝
井
先
生
）

生
徒
の
意
欲
・
関
心
が
高
ま
り
、

進
学
実
績
は
着
実
に
向
上

全
教
師
が
参
加
す
る
研
究
組
織
が

授
業
改
革
を
推
進
す
る
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